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令和 5 年 7 月期通期連結業績予想と実績値の差異に関するお知らせ 

 

当社は、令和５年３月 10 日に公表いたしました令和５年７月期(令和４年８月１日～令和５年７月 31

日)の通期連結業績予想と実際の業績に差異が発生しましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．令和５年７月期通期連結業績予想との差異  

(令和４年８月１日～令和５年７月 31日) 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想(Ａ) 902 30 42 32 3.28 

今回実績(Ｂ) 870 41 78 60 6.19 

増減額(Ｂ－Ａ) △31 11 36 28 ― 

増減率(％) △3.5 38.5 86.0 88.6 ― 

(ご参考) 
前期通期実績 

(令和４年７月期通期) 
887 40 74 55 5.67 

 



 

２．差異が生じた理由 

当連結会計年度において、売上高は概ね当初の予想通りに推移した一方で、外注費及び諸経費等の費

用の発生額が予想に対して微小であったことに伴い、営業利益の計上額が連結業績予想を上回ることに

なりました。 

特に、「ライフスタイルＤＸ」ビジネスユニットで事業展開を進めるスクール管理システム「マイク

ラス」の引き合いが令和４年10月頃より好調に推移したことに伴い、当該ビジネスの売上高が好調に推

移したことが大きく寄与しております。「マイクラス」は、パッケージソフトであるため、比較的、売

上高総利益率が高水準のビジネスモデルとなっております。 

なお、本お知らせの公表時点においても「マイクラス」の引き合いは好調に推移しており、引き続き

業績にプラスに寄与する事と考えております。 

これに加え、ベンチャーインキュベーションの一環である投資有価証券の運用において、当初予想を

上回る受取利息、受取配当金及び投資有価証券売却益が計上されたことにより、当初予想額を上回る投

資運用益を計上することとなりました。 

以上の結果として、連結業績予想を上回る経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益及び１株当た

り当期期純利益を計上することとなりました。 

 

以上 


